
【斎鍬の儀】 【斎鋤の儀】

(一)石巻女川線 (仮称)浦宿橋下部工工事（その１）

　一般県道石巻女川線は，女川町と石巻市を結び，観光交流や物流において重要な路
線であります。しかしながら，ＪＲ石巻線の跨道橋交差付近は，線形不良や幅員狭小
高さ制限により，路線のボトルネックとなっており車両の安全で円滑な通行に支障を
きたしております。
　このような状況から，県では平成２０年度から事業を開始し，東日本大震災以降，
防災ネットワーク構築も含め事業を加速化するため平成２３年度から社会資本整備総
合交付金の復興枠を活用し浦宿道路改良事
業として工事を進めております。
　今回，事業区間で最初の橋梁工事となる
（仮称）浦宿橋下部工工事（その１）にお
いて仮設作業構台の設置が完了し，今月
１５日から本格的に始まる，本体工事に先
立ち，安全祈願祭を６月１０日(土)に開催
しました。
　当日は，女川町長をはじめ県及び町議会
議員，地元関係者など約３０名に参加して
いただき鍬入れや玉串奉奠などを行い工事
の安全を祈願しました。
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【式典の様子】 【斎鎌の儀】
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【施工者挨拶：東日本ｺﾝｸﾘｰﾄ㈱　土屋社長】 【現場状況（仮設作業構台）】

【事業主挨拶：後藤所長】 【祝辞：須田町長】

【祝辞：本木県議】【祝辞：齋藤県議】

【祝辞：佐々木県議】 【祝辞：三浦県議】


